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【はじめに】z-cutの LiTaO3単結晶に真空中で温度変化を与えると高エネルギー電子を発生し、こ

れを金属ターゲットに衝突させるとＸ線が発生する。この現象は真空放電の一種であり、Ｘ線が

発生している状態は、結晶表面とターゲット間で絶縁破壊が起こる前駆段階と考えられる。真空

放電では、高電圧電極－アース間距離により耐電圧が変化するので、これを発生Ｘ線のエネルギ

ーに当てはめると、LiTaO3 単結晶表面－ターゲット間距離（以下ギャップ）により発生Ｘ線のエ

ネルギーが変化する可能性が考えられる。今回、ギャップを変化させて発生Ｘ線の変化を調べた。 

【実験】実験には z-cutの LiTaO3単結晶（直径 30 mm、厚さ 5 mm）とタンタルターゲット（厚さ

10 µm）を用いた。これらを気圧約 10-3 Paの真空槽に入れて平行に配置し、そのギャップを 2か

ら 10 mmまで変化させた。抵抗 20.8Ωのヒーターに 0.35Aの電流を 720秒間通電して LiTaO3単結

晶を加熱し、このときに発生するＸ線を測定した。 

【結果と考察】Fig. 1 に実験番号とＸ線の最大エネルギーの関係、Fig. 2に実験番号とＸ線強度の

関係を示す。Ｘ線の最大エネルギーは、実験番号が大きくなると減少し、ギャップが 2 mm のと

きを除き、最終的にギャップによらずほぼ一定となった。Ｘ線強度は、実験番号が大きくなると

増加する傾向にあったが、増加後減少し、ギャップが 10 mm のときに高くなる傾向が見られた。

実験番号が小さいときは実験結果の再現性が乏しいので、LiTaO3 単結晶とターゲット表面のコン

ディショニングがＸ線の最大エネルギーと強度に大きく影響すると考えられた。発表では、コン

ディショニングにより、ある程度再現性が得られた実験結果も示す予定である。 
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     Fig. 1. Endpoint energy vs. run number.              Fig. 2. X-ray counts vs. run number.       
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